
編 集
後 記

議会報編集委員会から

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
な
ど
自
然
災

害
の
多
い
年
で
し
た
。
被
災
地
の
復
興

を
願
う
と
共
に
、
今
年
は
明
る
い
年
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
、
30
数
年
前
よ
り

市
民
か
ら
も
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
た

「
平
和
都
市
宣
言
」
が
、
八
潮
市
制
40

周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
同
宣
言
は
、
平
成
22
年
第
３
回

定
例
会
に
お
い
て
全
会
派
の
賛
成
で
決

議
し
、
今
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。

（
豊
田
𠮷
雄
）

委員会のうごき
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
、
そ
の

他
の
４
議
案
の
あ
わ
せ
て
５
議
案
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）
の
分
割
付
託
の

関
係
で
は
、
「
広
報
事
業
の
印
刷
製

本
費
の
減
額
の
内
容
は
」
と
の
質
疑

に
対
し
、
「
市
民
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に

関
す
る
費
用
の
減
額
で
あ
り
、
内
容

と
し
て
は
、
２
万
部
発
行
予
定
で
用

紙
の
規
格
は
５
９
４
ミ
リ×

８
４
１

ミ
リ
（
Ａ
１
版
）
で
４
色
の
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
で
あ
る
。
当
初
の
仕
様
で

は
、
印
刷
業
務
の
ほ
か
、
原
稿
作

成
、
写
真
撮
影
、
紙
面
構
成
等
の
す

べ
て
を
委
託
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
印
刷
業
務
以
外
は
職
員
が
行
う

仕
様
に
変
更
し
た
の
で
減
額
す
る
こ

と
に
な
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
補
正
の
関

係
で
は
、
「
広
報
や
し
お
印
刷
業
務

委
託
料
が
前
年
に
比
べ
て
増
額
と
な

っ
て
い
る
理
由
は
」
と
の
質
疑
に
対

し
て
、
「
来
年
度
発
行
予
定
の
広
報

や
し
お
の
総
ペ
ー
ジ
数
及
び
印
刷
部

数
に
変
更
は
な
い
が
、
増
額
の
主
な

理
由
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
る
原
材
料
費
の
高
騰
及
び

工
場
等
の
倒
壊
に
伴
い
移
転
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
運
送
代
の

増
額
や
紙
及
び
イ
ン
ク
代
の
値
上
が

り
、
ま
た
、
刷
版
が
ア
ル
ミ
版
で
あ

り
、
こ
の
ア
ル
ミ
の
高
騰
に
よ
る
も

の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

５
議
案
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の
分
割

付
託
を
は
じ
め
補
正
予
算
関
係
６
議

案
、
そ
の
他
の
１
議
案
の
あ
わ
せ
て

７
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）
の
分
割
付
託
の

関
係
で
は
、
「
市
営
住
宅
管
理
事
業

の
修
繕
料
に
つ
い
て
、
現
在
の
空
き

部
屋
数
と
、
修
繕
の
内
容
を
説
明
し

て
ほ
し
い
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
現
在
の
空
き
部
屋
は
３
戸
で
あ
る
。

１
戸
あ
た
り
の
修
繕
料
を
50
万
円
程

度
で
予
定
し
て
い
た
が
、
今
回
の
修

繕
の
対
象
は
、
い
ず
れ
も
建
設
当
時

か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
部
屋
で
あ
る

た
め
、
設
備
の
取
り
替
え
な
ど
で
１

戸
あ
た
り
１
０
０
か
ら
２
０
０
万
円

の
修
繕
料
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
議
案
に
対
し
、
次
の
附

帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）
に
お
い
て
、
消

防
施
設
整
備
事
業
の
歳
入
歳
出
予
算

補
正
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、
下
記

の
諸
点
に
特
段
の
配
慮
を
願
い
た
く

提
出
し
ま
す
。

記

以
上
。

　

こ
の
附
帯
決
議
に
つ
い
て
は
賛
成

全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

７
議
案
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

※

附
帯
決
議
と
は
・
・
・

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
対

す
る
執
行
上
の
要
望
、
勧
告
、
留
意

事
項
、
解
釈
の
基
準
（
条
例
の
議
決

の
場
合
）
を
委
員
会
の
意
思
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の
分
割
付

託
を
は
じ
め
補
正
予
算
関
係
３
議

案
、
そ
の
他
４
議
案
の
あ
わ
せ
て
７

議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
八
潮
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
で
は
、
「
糖
尿
病
、
心
疾
患
、

脳
梗
塞
等
の
高
額
医
療
費
が
、
県
内

の
平
均
よ
り
高
い
が
、
市
と
し
て
対

策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質

疑
に
対
し
、
「
医
学
医
療
の
高
度
化

が
進
ん
で
い
る
中
、
近
年
多
く
見
ら

れ
る
腎
疾
患
や
心
疾
患
な
ど
が
相
当

高
額
な
医
療
費
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
特
に
生
活
習
慣
病
に
起
因
し
た

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
と
り
わ

け
糖
尿
病
に
な
り
ま
す
と
長
期
化
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
市
と
し
ま
し
て
は

平
成
20
年
度
か
ら
特
定
健
診
の
受
診

率
を
高
め
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
方

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
定
健

診
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
り
、
そ

の
後
の
特
定
保
健
指
導
が
最
も
重
要

で
、
行
動
変
容
、
意
識
を
変
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
、
近
隣
市
町
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
研
修
会
等
を
定
期
的
に
開
催
し
、

他
の
自
治
体
で
効
果
が
あ
っ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
本
市
で
も
で
き
な
い

か
検
討
を
加
え
な
が
ら
市
民
の
皆
様

の
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と
医
療

費
の
抑
制
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

７
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
　■

北
部
特
別
委
員
会
の
設
置

　

11
月
30
日
、
北
部
拠
点
の
都
市
基

盤
整
備
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

調
査
検
討
の
た
め
、
「
北
部
特
別
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
特
別
委
員
会
は
10
名

の
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長
＝
柳
澤
功
一

副
委
員
長
＝
森
下
純
三

委
員
＝
福
野
未
知
留
、
中
嶋
善
文
、

池
谷
和
代
、
戸
川
須
美
子
、
小
倉
順

子
、
瀬
戸
知
英
子
、
豊
田
𠮷
雄
、
荻

野
清
晴

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
の

変
更

　

平
成
23
年
12
月
９
日
付
け
で
、
委

員
長
の
宇
田
川
幸
夫
議
員
が
辞
任
し

た
た
め
、
柳
澤
功
一
議
員
が
新
た
に

委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
福
祉
環
境
常
任
委
員
会
副
委
員
長

の
変
更

　

平
成
23
年
12
月
13
日
付
け
で
、
副

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

8

特
別
委
員
会
関
係

議
会
人
事
・
構
成

陳
　
情

委
員
長
の
大
山
安
司
議
員
が
辞
任
し

た
た
め
、
荻
野
清
晴
議
員
が
新
た
に

副
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
会
派
の
結
成

　

11
月
４
日
付
け
で
、
朝
田
和
宏
議

員
、
福
野
未
知
留
議
員
が
「
刷
新
の

会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11

月
24
日
付
け
で
、
大
山
安
司
議
員
が

「
緑
風
ク
ラ
ブ
」
、
宇
田
川
幸
夫
議

員
が
「
Ｙ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
結
成
し

ま
し
た
。

■
議
席
の
変
更

　

11
月
30
日
付
け
で
、
矢
澤
江
美
子

議
員
が
１
番
議
席
か
ら
３
番
議
席

へ
、
福
野
未
知
留
議
員
が
２
番
議
席

か
ら
１
番
議
席
へ
、
朝
田
和
宏
議
員

が
３
番
議
席
か
ら
２
番
議
席
へ
、
大

山
安
司
議
員
が
７
番
議
席
か
ら
６
番

議
席
へ
、
宇
田
川
幸
夫
議
員
が
８
番

議
席
か
ら
７
番
議
席
へ
、
中
嶋
善
文

議
員
が
６
番
議
席
か
ら
８
番
議
席
へ

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
地
球
社
会
建
設
決
議
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

横
浜
市
中
区
本
郷
町

３‐

２
８
７

陳
情
者　

荒
木　

實

■
公
有
地
の
媒
介
業
務
委
託
等
に
関

す
る
陳
情
書

陳
情
者　

埼
玉
県
不
動
産
政
治
連
盟

埼
玉
東
地
区　

地
区
長　

河
井
孝
夫

■
八
潮
市
の
幼
稚
園
事
情
に
つ
い
て

の
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

八
潮
市
大
字
木
曽
根

１
５
４
２‐

12

陳
情
者　

井
上　

清
治

■
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
反
対
し
、
現
行
保
育
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

さ
い
た
ま
市
中
央
区

大
戸
６‐

７‐

19

陳
情
者　

埼
玉
県
保
育
問
題
協
議
会

代
表
者　

牧　

裕
子

１　

「
大
瀬
出
張
所
の
存
続
を
求
め

る
要
望
書
」
の
提
出
者
に
対
し
、

市
長
は
誠
意
を
も
っ
て
説
明
を
実

施
す
る
こ
と

２　

予
算
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
説
明

が
終
了
し
た
後
に
執
行
す
る
こ
と

３　

消
防
委
員
会
答
申
の
今
後
の
分

署
及
び
出
張
所
に
つ
い
て
の
付
帯

意
見
に
つ
い
て
、
時
期
を
み
て
検

討
を
は
じ
め
る
こ
と　


